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■ ご利用にあたっての注意

●「日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版」は、日本標準のテストをご採用いただいた先生

のみご利用いただけます。

●シート名や行、列、数式を削除・変更した場合、サポート対象外となります。

●2025年度版の使用期限は、2026年3月末日までです。

■ 問い合わせ先

株式会社　日本標準

金ROMサポートセンター

●TEL：042-984-1432

●E-mail：ict_support@nipponhyojun.co.jp

受付時間:10時～12時、13時～17時（土日祝日を除く）

日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版
マニュアル



　「日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版」は、Googleスプレッドシートを利用した得点集計システムです。

　テストの得点入力、単元別・観点別集計表の表示、評価一覧表から校務支援システムへの連携ができます。

■ 動作環境

インターネットに接続され、快適に使用できること

アカウント Googleアカウントが必要

■ 利用準備：ダウンロードサイトを開き、パスワードを入力します。

❶ テスト教師用付録「金ROM」台紙に記載されたダウンロードサイトにアクセスします。

❷ パスワードを入力します。

❸ 「利用規約」を確認して、「利用規約に同意する」にチェックを入れます。

❹ 「次へ進む」をクリックします。「基本設定」画面が開きます。

❺ マニュアルをダウンロードできます。

　

◆ はじめに 1

ネットワーク環境

❷

❸

❹

❺

❶



■ 学年・学期・テストの設定を行います。

❶ 学年

❷ 学期制

❸ テストの設定

・ 教科書

・ 学期刊/上下刊

・ テスト種類

❹ 使用しない

❺ 校務支援システム

❻ 次へ進む

❼ 前に戻る

❶ ❷ 学年・学期制を選択します。

❸ テストの設定（教科書、学期刊/上下刊、テストの種類）を行います。

・ 「学期刊/上下刊の選択」「テスト種類の選択」は自動で設定されます。必要な場合は変更します。

・ ３・４年生の社会の教科書で「県市」を選択した場合は、テスト種類は自動設定されません。

プルダウンから使用する県市版テストを選択します。

・ 日本標準以外のテストを使用する場合は、テスト種類で「自作・他社」を選択します。

❹ 得点を入力しない教科は、「使用しない」にチェックを入れます。

❺ ご利用の「校務支援システム」を選択します。「使用しない」を選択することもできます。

❻ 次の画面に進みます。未選択の項目があると、メッセージが表示されます。

❼ パスワード入力画面に戻ります。

ご確認ください

・ 得点集計表生成後の修正はできません。間違いがないように設定します。

・ 複数学年で集計表を使用する場合は、得点集計表生成後、再度、この画面から設定を行うことができます。

2◆ 基本設定①（学年・学期・テストの設定）
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■ 各教科の単元の設定を行います。

❶ 教科

❷ 単元名・観点・配点

合計

❸ 保留

❹ 挿入

（挿入単元は編集可）

❺ 移動

❻ 設定完了

❼ 前に戻る

❶ 教科

設定する教科を切り替えることができます。

❷ 単元

・ テストの設定で選択したテストの学期・単元名・観点・配点・合計点が表示されます。

・ 単元名・観点・配点は編集することができません。

・ 国語は、「漢字」「言葉」「話す・聞く」「書く」「読む」で設定します。

・ テストの種類で「自作・他社」を選択した場合は、日本標準のAテストの単元一覧が表示されます。

「自作・他社」の場合は、単元名・観点・配点の編集ができます。

❸ 保留

・ 得点入力をしない単元は、「保留」に✓を入れます。

❹ 挿入

・ 自作単元を作成する場合は、「挿入」をクリックします。単元内容（学期・単元名・観点・配点）を

コピーして、単元行が新規作成されます。挿入した単元は、単元内容の編集ができます。

・ 挿入した単元は削除できませんので、使用しないときは「保留」に✓を入れます。

❺ 移動

・ 各単元をドラッグ＆ドロップで任意の位置に移動できます。学期移動では、プルダウンで学期の変更も行います。

❻ 設定完了

・ 得点集計表の生成が始まります。生成後は、基本設定の変更はできません。

❼ 前に戻る

・ 学年・学期制・テストの設定画面に戻ります。設定を変更した場合は、単元の設定も初期値に戻ります。

◆ 3基本設定②（単元の設定）
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■ 得点集計表の生成画面です。

❶ 生成状況

❷ 得点集計表を開く

❸ 基本設定に進む

❹ マニュアルダウンロード

 

❶ 生成状況

・ 生成の進捗状況をプログレスバーとパーセントで表示します。

❷ 得点集計表を開く

・ 生成が完了すると、「得点集計表を開く」をクリックできます。

・ 「日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版」の「はじめに」シートが、別タブで表示されます。

❸ 基本設定に進む

・ 生成が完了すると、「基本設定に進む」をクリックできます。

・ 別の学年の集計表を作成する場合は、「基本設定に進む」をクリックして、基本設定画面に戻って学年設定や

単元設定などを行い、集計表を再生成します。 

❹ マニュアルダウンロード

・ マニュアルをダウンロードできます。

◆ 4得点集計表生成



■ 生成された「日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版」は、「閲覧」モードです。複製して使用します。

❸ 複製後のシート

❶ 生成したシート

❷ 案内・注意事項

❸ ファイル

❸ コピーを作成

❶ 生成した「日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版」は、新しいタブで表示されます。

❷ 「閲覧権限の解除方法」「使い方」など使用上の案内や注意事項が記載されています。

❸ 生成した得点集計表は、閲覧権限しかありませんので、以下の方法で複製をします。

1) Googleアカウントにログインした状態で「ファイル」＞「コピーを作成」をクリックします。

2) 「ドキュメントをコピー」画面で、任意の名前を入力、フォルダを指定し、「コピーを作成」をクリックします。

3) 新しいタブでスプレッドシートが複製されます。

◆ 使い方 5
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同学年複数クラスの集計表を作成する場合は、❸をくりかえし行い、必要数分複製します。



■ 生成した「日本標準テスト得点集計Googleスプレッドシート版」は、Excel版として使用することができます。

❶ ダウンロード

❷ Excelデータで使用

❶ 「ファイル」＞「ダウンロード」＞「Microsoft　Excel」を選択して、「名前を付けて保存」画面で保存先を指定し

て保存します。Excel版は、スプレッドシート版と一部機能や見た目が異なる場合があります。

◆ Excel版 6



■ 児童名、クラスを登録します。

❶ 出席番号

❷ 児童名

❸ 学年・クラス名

❹ 転出

❺ 転入

❶ 出席番号

・ １～45が入力されています。変更、削除することはできません。

❷ 児童名

・ 児童名を入力します。Excelなどからコピーして貼り付けができます。

❸ 学年・クラス名

・ 一括入力欄で、クラス名を入力します。

・ 「学年・クラス名」欄での編集はできません。

❹ 転出

・ 転出児童は、「転出」欄のプルダウンで、「●」を選択します。集計から除外されます。

❺ 転入

・ 転入児童は、下部の使用していない出席番号の児童名欄に入力します。

ご確認ください

・ 転出、転入があっても、行の追加・削除はしないでください。

◆ 7児童の設定
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■ 教科・観点ごとに A・B・C の評価基準点を設定します。

❶ 一括入力

❶ 一括入力

・ 初期値は、「A：80%以上」「B：60%以上」「C：60%未満」に設定されています。

・ 一括設定の基準値を変更すると、すべてのAB欄が一括で変更されます。

・ 教科、学期、観点ごとに異なる基準値を設定する場合は、個々のセルに入力して設定します。

ご確認ください

・ 教科、学期、観点の個々のセルに基準値を入力した場合、当該セルは一括設定の機能が解除されます。

◆ 8評価基準の設定



■ 教科別の得点入力シートに点数を入力します。

❶ 得点入力

❷ 集計学期の変更

❶ 得点入力

・ 全学期の単元が表示されます。半角数字で入力します。

・ カーソルは、Enterキーで下へ、Tabキーで右へ、Shift+Tabで左に進みます。矢印キーでも上下左右に

進めます。

・ 「主体的に学習に取り組む態度」は、プルダウンから「A・B・C」を選択します。

・ 欠席の児童は、空欄にします。集計から除外されます。

・ 配点をこえる数値やABC以外の文字、記号を入力することはできません。

❷ 集計学期の変更

・ 各単元の「学期」のプルダウンで、集計する学期を変更することができます。

◆ 得点入力 9
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■ 単元別得点集計表を表示します。

❶ 到達度・評価（ABC）

・ 到達度は％です。評価はA・B・Cで表示されます。

❷ 主体的に学習に取り組む態度

・ 得点入力はA・B・C入力ですが、集計表は、A:100、B:60、C:30に置き換えて得点表示されます。

ABCの換算点は変更できません。

❸ 学級平均

・ 観点、単元合計、到達度の学級平均を表示します。小数点以下は切り捨てです。

❹ 国語の観点と領域表示

・ 国語は、観点と領域の両方が表示されます。

● 年間総合計

・ 年間の得点合計が表示されます。

ご確認ください

・ 「単元別得点集計表」では、入力値の編集はできません。

◆ 単元別得点集計表 10
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評価基準値を変更する場合は、「評価基準の設定」で変更します。→P.8
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■ 観点別得点集計表を表示します。

❶ 到達度・観点評価（ABC）

・ 到達度は％です。観点評価はA・B・Cで表示されます。

❷ 主体的に学習に取り組む態度

・ 得点入力はA・B・C入力ですが、集計表は、A:100、B:60、C:30に置き換えて得点表示されます。

ABCの換算点は変更できません。

❸ 学級平均

・ 観点合計、到達度の学級平均を表示します。小数点以下は切り捨てです。

❹ 国語の観点と領域表示

・ 国語は、観点と領域の両方が表示されます。

❺ 総合計

・ 学期ごとの全観点の総合計・総到達度・総合評価（ABC）が表示されます。

● 年間総合計

・ 観点ごとに得点合計・到達度・評価（ABC）が表示されます。

・ 総合計は、得点の年間総合計、到達度、総合評価（教科の年間評価）が表示されます。

ご確認ください

・ 「観点別得点集計表」では、入力値の編集はできません。

・ 単元内で特定の児童の点数が空欄の場合、該当児童は0点扱いとなります。

すべての児童の点数を入力してください。

◆ 11観点別得点集計表
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■ 校務支援システムとの連携の設定を行います。

❶ 校務支援システム

 

 ❷ 評価記号の設定

 

❸ 評定の自動算出基準設定

❹ 連携方法

❶ 基本設定で選択したシステム名が表示されます。

❷ 連携する校務支援システムに合わせて、評価記号の設定を行います。

・ 評価記号をABCから変更する場合は、ABCの各欄に変更する記号や数字を入力します。

例）

❸ 評価平均表を参考にして、評定の自動算出基準を設定します。

・ 評定の自動算出基準は、観点評価から評定を算出するための基準です。

・ 評価平均表は、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」

の評価A(3点)、B(2点)、C(1点)の数と（　）の点数をかけ合わせ、その合計を平均した一覧表です。

❹ 校務支援システムとの連携方法を記載しています。

※校務支援システム側の設定により、掲載した連携方法がとれない場合があります。

◆ 12
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校務支援システムとの連携方法



■ 学期ごとの評価一覧表が表示されます。

❶ 評価・評定をコピー

❶ 評価・評定をコピーし、校務支援システムに合わせて貼り付けをします。

ご確認ください

・ 貼り付ける場合は、「値」のみを選択して貼り付けてください。

◆ 13連携○学期（評価一覧表）

校務支援システムの

取り込み用フォーマット

or

校務支援システム画面



■ 所見文例集を利用できます。

❶ 基本設定画面で設定した学年の所見文例集が収録されています。

コピー・貼り付けなど、編集は自由です。

通知表・要録の所見文にご利用ください。

◆ 14所見文例集



■ 得点集計表は、スプレッドシートホームのリストから開くことができます。

❶ アイコン

❷ ブックマーク

❸ リスト

❶ スプレッドシートのアイコン

・ Googleアプリでスプレッドシートのアイコンをクリックすると、スプレッドシートホームのリストが開きます。

❷ ブックマーク

・ ブックマークに登録をして、ブックマークからリストを開くこともできます。

❸ スプレッドシートのリスト

・ リストから得点入力をするスプレッドシートをクリックすると、得点集計表が開きます。

◆ 15シートリスト



■ 入力値は自動保存されます。「元に戻す」機能を使用できます。

❶ 自動保存

❷ 元に戻す

❶ 自動保存

・ 「保存」ボタンはありません。自動保存されます。

・ 得点入力をして「Enter」キーを押すと、「保存しています」が表示され、保存が終わると「ドライブに保存

されました」が表示されます。

❷ 元に戻す

・ 一度入力した得点を取り消す場合は、⮌で元に戻ります。（「編集」＞「元に戻す」でも可）

● 閉じる

・ 右上「×」をクリックして、スプレッドシートを閉じることができます。

◆ 16保存・元に戻す



■ 複数の先生で共有して使用することができます。

❶ 「共有」

❷ ❷ ユーザーの追加

❸ ❸ 一般的なアクセス

❶ 共有する場合は、「共有」をクリックします。

❷ 「ユーザーの追加」で、共有の設定をする場合

・ 共有する先生のメールアドレスを入力します。

・ 共有する先生に、「通知」を送信します。

❸ 「一般的なアクセス」で共有の設定をする場合

・ 「制限付き▼」から、アクセスできるユーザーの変更をします。

・ 「リンクをコピー」をクリックして、URLを共有する先生に送ります。

ご確認ください

・ 共有するユーザー及び操作については、十分にご注意ください。

◆ 17共有


